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令和８年12月12日開催 ししんの里を訪ねて～丹生水銀鉱採掘跡～ 参加申込書

きりとり

多気町の歴史を語る4つのキーワード辰砂・信仰・真価・進化、四つの「しん」から成る「ししんの

里」を訪ねてみませんか？

今回は「辰砂(水銀)」が育んできた里がテーマ。訪問地は丹生水銀

鉱採掘跡です。縄文時代から使われた辰砂。水銀は奈良時代には東大

寺の大仏に金メッキを施す際に使われたといわれ、豪族飯高氏や伊勢

国司北畠氏が財をなす源となった「辰砂(水銀)」は多気町発展の原点

です。

令和5年度より丹生水銀鉱採掘跡について追加の分布調査が進め

られてきました。その成果とともに、辰砂(水銀)採掘、利用の歴史

等についてミニレクチャーと採掘跡の現地見学を行います。

開催日時 令和8年12月12日(土) 午前9時30分～11時30分(終了予定）
※ 雨天の場合は中止します。 受付は9時から

集合場所 勢和公民館(勢和振興事務所 多気町朝柄3127番地 ) 駐車場有り

現地へは、マイクロバス・公用車で移動します。

行 程 ９時30分～ ミニレクチャー (講師：奥義次氏)

10時 集合場所出発 → 水銀鉱採掘跡 → 11時30分 集合場所到着予定

持ち物等 山の中を歩きやすい靴・服装、飲み物 募集定員 25名(先着順)

申込方法 次の①～③のいずれかでお申し込みください。

① ＷＥＢ 多気町ＨＰに掲載の申込フォームにご入力ください。下のＱＲコードからも申込できます。

② 電 話 多気郷土資料館（0598-38-1132）までお電話ください。

③ 窓 口 下記の申込書を多気郷土資料館にご提出ください。多気町ＨＰからもダウンロード可。

の里を訪ねて～丹生水銀鉱採掘跡～

受付期間 11月1２日(木)～1２月1日(火)

事前申込
参加無料

参加 申込 フォ ー ム参 加 者 募 集 Ｈ Ｐ

※ 窓口・電話受付時間 9時～16時(休館日：月曜・土日・祝日を除く)

問い合わせ：多気郷土資料館 0598-38-1132

※ 定員に達し次第、受付を終了します。WEBは自動受付のため、回答日時により

後日、お断りの連絡をする場合があります。

旧坑 丹生字馬ノ谷


